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　昭和56年１月，九州全域における栄養士養成

施設各大学・短大において栄養指導等の教科を

担当する教員がワーキンググループを組み，九

州における食生活の実態を把握して健康指標策

定の資料を得る目的で「九州実践栄養研究会」

を発足させたが，私たちも結成と同時にこれに

参加した。

　現在，わが国における死亡順位，第３位の脳

血管疾患に著しい影響を与えている高血圧症

は，食塩の過剰摂取と関連が深いといわれてい

るが，九州地域における食塩摂取に関する詳細

な報告は極めて少ない。また，食塩摂取にかか

わる因子は多種多様で複雑に絡み合っている。

従って食生活の一断面からのみ食塩摂取量を判

断することを避け，食塩摂取を主軸とした，九

州住民の食生活調査，身体・生活調査，味覚調

査，生化学調査などを実施し，総合的に検討す

ることになった。その調査結果より，九州地域

における食生活の実態を把握して問題点を明ら

かにし，食塩摂取問題をはじめとする成人病予

防対策の食事指導に役立てたいと考えた。

　〔調査の対象〕

　九州地域における食塩摂取状況を把握するた

めには，日常生活の安定した40～50歳代の夫婦

を中心に調査を進めるニとが，他の年代より九

州の実態と特徴を知る上で有効であると考え

た。そこで，次の様な順序で調査を行った。

１．研究会員対象の予備調査

　本調査に先立ち，調査方法，設問内容，解析

方法，分析および実験方法等を予備調査によっ

て研究し，精度を高める目的で研究会員自身を

対象とする予備調査を行った。（女子33名。 30康

代から60康代。平均年齢48康）

一昭和56年６月調査－

2.常用勤労者の調査

　九州各県ごとに都市に居住する常用勤労者世

帯の夫婦で40～55歳のもの206組（各県の40～50

康の男子人口の0.02％）を選んだ。‐昭和56年

11月調査－

3.農業従事者の調査

　九州各県ごとに農業地域において専業または

兼業の農業従事者夫婦40～59康のもの196組（各

県の農家世帯数の0.02％）を選んだ。‐昭和60

年11月調査－

　〔調査の方法〕

　私たちの属した食事調査グループ関連の測定

方法は次の様であった。

1.自己秤量記入式による調査

　平常の食生活を行っている日々の連続した３

日間について夫，妻のそれぞれが摂取した食物
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のすべてを対象者が個人別に秤量し，調査用紙

に記入した。

―常用勤労者・農業従事者調査とも一

2.陰膳方式

　連続した２日間，夫・妻別，朝・昼・夕別に

摂取した食物と同質，同量のものを予め配布し

た容器に入れてもらい収集した。

　―農業従事者調査の場合のみー

　栄養価計算は摂取食物量を各食品ごとに生ま

の重量に換算し，日々別，朝昼夕別に四訂日本

標準食品成分表を用いて算出した。

　また，陰膳方式により採取した食物は，全量

をミキサーで乳化状にしたものを乾式灰化後，

塩酸で溶解し炎光光度法により分析した。

　以上３回にわたる調査結果にも≒づき，５グ

ループ（１．身体・生活状況調査，２．食事調

査，３．生化学的調査，４．味覚調査，５．調

理実験）にわかれて，食塩摂取を中心とした解

析を試みた。

　その結果，昭和56年10月の日本栄養食糧学会

西日本支部大会から，昭和63年10月の同大会に

至る７年間に63回の学会発表を行った。また，

発表後は九州実践栄養研究会による研究報告書

を刊行した。第１編１号･２号（研究会員対象），

第２編１号（常用勤労者），第３編１号（農業従

事者）が既刊で第２編２号，第３編２号が近日

刊行の運びに至り第４編（常用勤労者と農業従

事者の比較）も続刊の予定である。

　また，社団法人・全国食糧振興会出版になる

叢書の「15 : 日本の食文化･食の習慣」（昭和61

年３月発行）を刊行した。

　その間，昭和59年と62年の２回にわたり別府

大学短期大学部研究助成をうけている。

　なお前記の５グループは現在は３グループ

　（１．身体･生活関係，２．生化学関係，３．食

生態関係）に再編され研究を続けている。

　以下，昭和59年，62年に研究補助を受けて行

った研究についてその一端を報告する。

　　「食物摂取と献立パターン」一九州地域にお

ける中年夫婦（農業従事者および常用勤労者）

の実践栄養的研究一

表１・１　体位

夫群

農業従事者
　N＝196

サラリーマン
　Ｎニ206

有意差

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

身長　　　　　cm 163.5 ５．５165.2 5.3 ★★★

体重　　　　　kg 61.4 ８．０ 62.8 ７．７

皮脂厚（上腕）　mm 12.6 ５．１ 13.7 ４．７ ★

皮脂厚（肩下）　mm 9.9 ５．３ 18.2 ６．２★★★

皮脂厚計　　　mm 22.5 8.7 31.9 10.9 ★★★

血圧（収縮期）mmHg 130.5 18.9 121.3 16.0 ★★★

血圧（拡張期）ｍＨｇ 81.4 12.8 80.2 11.0

年令　　　　　才 49.7 ７．０ 48.8 ４．３

生活活動指数 ０．７ ０．１ ０．５ ０．４★★★

表１・２　体位

妻群

★　　P＜0.05

★★　P＜0.01

★★★P＜0.005

農業従事者　N＝196 サラリーマン　N＝206
有意差

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

身長　　　　　cm 152.4 5.4 154.0 ４．８★★★

体重　　　　　kg 52.7 6.3 52.7 7.7

皮脂厚（上腕）　mm 15.3 ５．５ 14.8 ４．８

皮脂厚（肩下）　mm 15.7 ６．２ 20.4 ６．７★★★

皮脂厚計　　　聊 31.0 10.5 35.2 11.5 ★★★

血圧（収縮期）mmHg 123.3 17.1 111.8 15.6 ★★★

血圧（拡張期）mmHg 76.5 10.7 74.3 10.9 ★

年令　　　　　才 46.7 7.6 45.3 ４．８ ★

生活活動指数 ０．８ ０．１ ０．５ ０．３★★★

表２ 皿のタイプ

★　　P＜0.05

★★　P＜0.01

★★★P＜0.005

主　　　食 めし，パン，類その他

汁 みそ汁，清汁，その他の汁

主　　　菜 (朝)たんぱく質５ｇ以上の料理及

　　び付け合わせの野菜、いもな

　　ど30g未満を含む皿

(昼)たんぱく質８ｇ以上の料理及

　　び付け合わせの野菜，いもな

　　ど50g未満を含む皿

汐)たんぱく質11g以上の料理及

　　び付け合わせの野菜、いもな

　　ど50g未満を含む皿

副　　　菜 野菜，いも50g以上を含む皿

副　々　菜 大豆製品でたんぱく質５ｇ未満，

または野菜，いも50g未満，藻の

少量およびたんぱく質少量の料理
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表３　献立パターンの分類巾分類）

B辿ｄ泌好Ｂゆ卸脇幽es雨丿皿ioy Co11曙e，8ぐ1989）

主

食

あ

り

Ｉ－Ａ 犬に７（≒）□
　　　▽ワ

Ｉ－Ｂ 汁なし三芦
○

)

□

　　　▽

II一Ａ 一汁二葉　○□
　　　　▽ワ

II－B 汁なしニ菜　

○□

　　　　▽

III－A

六大４　　□
　　　▽ワ

III－B 汁なし一菜　　　

□

　　　　　▽

IV一Ａ

－　汁二菜　○

一汁一菜　　　○
　　　　　　　　　　▽ワ

ＩＶ－Ｂ
汁なしニ菜　○

汁なし一菜　　▽○

Ｖ一Ａ 主食･汁のみ

　　　　　　　　▽ワ

Ｖ－Ｂ 主食のみ

　　　　　▽

主
食

な
し

Ｃ
上記に属さないもの

　　　　　　　　菓子・牛乳・果物のみなど

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有意に高く，皮脂厚では逆の傾向がみられた。

Ｉ　目　　的

　昭和60年に厚生省が策定した「健康生活のだ　Ｖ　集計方法

めの食生活指針」の柱のひとつに゛多様な食品　１．ＦとＳの夫，妻別に栄養素等摂取量，栄養

で栄養バランスを。という項目がある。この実　素摂取率，栄養比率，食品群別摂取量の３日間

践のための具体的方法としてげ１目30食品を目　　の平均および標準偏差を求めた。

標尚,し，゛主食，玉菜，副菜を揃えて摂る″よ　　2.11の献立パターンに分類し，夫･妻別，朝･

うに勧めている。　　　　　　　　　　　　　　　昼・夕別に１と同様に算出した。

　私たちは九州地域における中年夫婦がどのよ　　　料理の皿のタイプ，献立パターンの分類につ

うな献立パターンで食事をしているかを調査　　いては，表２，表３に示す通りである。

し，主食，汁，玉菜，副菜，副々菜の皿の組み

合わせ方による栄養素等・食品群別摂取状況の　　IV　結果および考察

相違などを検討した。　　　　　　　　　　　　　　1.栄養素等摂取状況

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個人差を平準化するため，単位体重当たりの

II　調査対象，III　調査時期　IV　調査方法　　摂取量を比較した。ビタミンについては，夫，

　上記３項目については前述の通りである。な　　妻ともにＦ,Ｓ間に有意差は認められなかった。

お，対象の生活活動指数については夫群，妻群　　　夫，妻ともにＦに多く摂られているものは，

　（以下，夫，妻と略す）ともに農業従事者が常　　エネルギー，たんぱく質，糖質，カルシウム，

用勤労者より（以下前者をＦ，後者をＳと略す）　リン，鉄，繊維であり，Ｓに多いものは，脂質，
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表４　栄養素等摂取状況（単位体重当たり）

夫 妻

農業従事者
　　N＝196

常用勤常者
　　N＝206 有意差

農業従事者
　　N＝196

常用勤労者
　　N＝206 有意差

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

エネルギー　（kcal） 41.02 10.56 37.04 8.85 ★★★ 37.50 8.09 34.50 7.85 ★★★

たんぱく質　　（ｇ） 1.50 0.39 1.41 0.34 ★ 1.41 0.31 1.33 0.31 ★

勤物性たんぱく質(ｇ) 0.71 0.30 0.77 0.26 ★ 0.65 0.24 0.68 0.24

脂質　　　　　（ｇ） 0.87 0.31 0.99 0.32 ★★★ 0.86 0.27 1.02 0.35 ★★★

動物性脂質　　（ｇ） 0.32 0.20 0.41 0.20 ★★★ 0.31 0.17 0.39 0.20 ★★★

糖質　　　　　（ｇ） 6.22 1.90 5.00 1.36 ★★★ 5.84 1.51 4.82 1.19 ★★★

かレシウム　　（mg） 9.29 4.32 8.38 3.19 ★ 9.60 4.09 9.10 3.42

リン　　　　　（暉） 23.02 6.08 20.63 5.06 ★★★ 21.70 4.99 19.60 4.60 ★★★

鉄　　　　　　（暉） 0.22 0.09 0.20 0.08 ★★ 0.22 0.07 0.20 0.08 ★

カリウム　　　（mg） 51.70 18.47 46.20 12.66 ★★★ 53.63 17.58 48.41 13.82 ★

繊維　　　　　（ｇ） 0.086 0.032 0.072 0.042 ★★★ 0.09 0.02 0.07 0.03 ★★★

★★★
★★

★

P＜0

P＜0

P＜0

001

01

05

表５　栄養素等摂取率（男性）
(％)

エネルギー

たんぱく質

脂質

カルシウム

鉄

ビタミンＡ

ビタミンBI

ビタミンB2

ビタミンＣ

農業従事者 サラリーマン

112.6土29.2**

139.6土34.8*

　86.2土29.7

　93.3土40.7

136.9土50.5

173.9土240.9

163.4土79.9

111.2土39.2

276.8土131.2

105.1土24.9

131.3士31.3

102.2士33.7***

　87.0土32.9

126.7士57.2

160.1士187.5

252.1土67.9

122.2士42.8**

270.5土131.5

＊＊＊

＊＊

Ｐ

Ｐ

Ｐ

く0.001

＜0.01

＜0.05

動物性脂質であった。また，Ｓの夫のみに多い

ものは動物性たんぱく質であった。

２．栄養素等摂取率

　F,Sの夫,妻ともに栄養所要量を充足してい

ないものはカルジウムであり，妻のみについて

は鉄であった。夫，妻ともエネルギー，たんば

く質はＦがＳより多く摂っており，脂質はＳの

摂取率が高かった。夫のみについては，ビタミ

ンB2の場合，Ｓの摂取率が高かった。
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表６・１

夫群

栄養比率

農業従事者　N＝196
サラリーマン
　N＝206

有意差

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

糖質エネルギー比 60.3 ７．５ 54.1 ７．１★★★

穀類エネルギー比 55.1 10.4 47.1 ９．９★★★

蛋白質エネルギー比 14.8 ２．４ 15.4 ２．１ ★★

脂質エネルギー比 19.4 5,2 24.3 ５．３★★★

動物性蛋白質比 46.6 １１．４ 53.7 ８．５★★★

動物性脂質比 34.8 14.2 40.1 12.0 ★★★

表６・２栄養比率

妻群

★　　P＜0.05

★★　P＜0.01

★★★P＜0.005

農業従事者　Ｎ二196
サラリーマン
　N＝206

有意差

Ｍ ＳＤ Ｍ ＳＤ

糖質エネルギー比 61.9 6.4 56.1 6.7 ★★★

穀類工和レギー比 52.4 10.0 44.8 ９．２★★★

蛋白質エネルギー比 15.2 ２．４ 15.5 ２．２

脂質エネルギー比 20.7 ５．３ 26,5 ５．７★★★

動物性蛋白質化 45.8 10.5 51.0 ８．９★★★

動物性脂質比 35.0 13.8 38.0 12.8 ★

★　　P＜0.05

★★　P＜0.01

★★★P＜0.005



表７・１　食品群別摂取状況（単位体重当たり）

農業従事者
　N＝196

　　　米

ﾉ｛　　　　　ン

麺・他の穀類

　　　芋

砂糖・菓子

仙
味
　
果
縁
談
　
食
悟
性

脂
噌
　
実

　
　
豆

調

藻

アルコ

嗜　好

野
野

塩
油
料
ル
料

　
　
昧
　
一
　
飲

　M

5.92

0.07

0.66

1.12

0.45

0.24

0.40

1.13

1.82

一
ｎ
ｗ
ｌ
ｎ
／
］

―
り
乙
－

１
４
０

魚
肉
卵
乳

加　:ll　調　昧

ノーエネルギー

0.03

0.46

0.17

1.22

0.26

1.93

1.23

0.69

0.76

0.11

0.25

SD

-

2.00

0.25

0.70

1.13

0.53

0.17

0.24

0.84

1.85

0.85

1.96

0.14

0.02

0.24

0.22

2.17

0.64

1.21

0.85

0.44

1.36

0.21

0.33

夫

常用勤労者
　N＝206

　Ｍ

一

4.27

0.36

0.83

0.70

0.42

0.34

0.28

0.86

1.95

0.97

3.75

0.06

0.04

0.36

0.18

2.10

1.03

1.93

1.48

0.83

1.23

0.05

0.22

SD

-

1.80

0.50

0.89

0.51

0.46

0.19

0.17

0.57

1.83

0.60

1.41

0.08

0.05

0.18

0.17

2.88

1.67

1.00

0.85

0.51

1.53

0.13

0.27

※　Ｍの単位はｇ

有意差

★★★

★★★

　★

★★★

★★★

★★★

★★★

　★

　★★

★★★

★★★

★★★

　★

★★★

　★★

　★

★★★

★★★

訟直ｈ好Ｂゆ卸Un面s雨丿回面y Col㎏e，8（1989）

農業従事者

　N＝196

５

０

０

１

０

Ｍ

一

.03

09

73

29

59

0.24

0.41

1.13

2.53

1.26

4.38

0.12

0.03

0.45

0.16

0.07

0.46

1.67

1.14

0.66

0.91

0.13

0.24

ＳＤ

一

1.65

0.32

0.69

1.16

0.57

0.16

0.21

0.77

2.11

0.88

1.85

0.15

0.02

0.22

0.21

0.19

0.92

0.91

0.74

0.47

1.41

0.23

0.31

　妻

-　常用

　N
-
　M

-

3.41

0.61

0.86

0.82

0.69

0.39

0.30

0.91

3.02

1.11

3.79

0.08

0.04

0.36

0.20

0.24

1.12

1.61

1.34

0.80

1.34

0.05
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0.71

0.67

0.23
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3.栄養比率

　夫，妻ともにＦの方がＳより糖質エネルギー　　表７・２ 食品群別摂取状況（単位体重当たり）

比，穀類エネルギー比では高値を示し，脂質エ

ネルギー比，動物性たんばく質比，動物性脂質

比で低値であった。

４．食品群別摂取状況

　表７・２に夫，妻とも同傾向のものをあげた。

これによると，Ｆは伝統型，Ｓは近代型寄りの

食生活であることが推察される。

5.出現頻度の最も多かった献立パターン

　Ｆ，Ｓの夫，妻とに朝食で最も出現頻度が高

かったパターンはIVA（主菜，汁，副菜，副々

菜）のパターンで，Ｆ，Ｓの夫，妻ともに35％

前後であった｡昼食ではＳの妻を除いてIIB（主

食，玉菜，副菜）のパターンであった。Ｓの妻

はIVB（汁なし，副菜のみ）が最も多かった。

農業従事者に私迂の サラリーマンに多いもの

主食 米 ノマン

動物性たん白質源 肉・卵・乳

植物性たん白質源 豆類吠豆製品を含む）

脂質源 油脂

ﾋﾞﾀﾐﾝ･ミネラル源 いも･その他の野菜･藻

調味料 しょうゆ・みそ・
加工調味料 食塩

嗜好品 アルコール･嗜好飲料

夕食ではＦ，Ｓの夫，妻ともIIBでいずれも25

％内外であった。

６．献立パターン別栄養素等摂取状況

　料理の皿がすべて揃っているパターンを100

とした場合のそれぞれのパターン別の摂取率を
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算出し比較検討した。図２ではとくに各パター

ン間に差のみられる動物性たんぱく質と動物性

脂質について示した。

　１）いずれも゛汁あり″より゛汁なゾの方

　　で多く摂られていた。

　２）゛汁なし″では，とくに゛主菜あり″の

　　方が゛主菜なし″に比して摂取率が高かっ

　　た。昼，夕食でも同様の傾向を示した。

　　　なお，エネルギーの場合も゛主菜あり″

　　の方が，゛主菜なし″よりも多く摂取されて

　　いた。

7.献立パターン別食品群別摂取状況

　栄養素等の場合と同様に，パターン間に差の

あったものについて示した。

　１）肉類でば汁あり″よりも゛汁なし″で

　　多く摂られ，まだ主菜なし″より゛主菜

　　あり″で多く摂取されていた。

　２）大豆製品を含む豆類はげ汁なし″より゛汁

　　あり″で多く摂られ，藻類も同様であった。

　３）い仏野菜類では，副菜，副々菜なしの

　　パターン（HI，V型）で摂取量が少なかっ

　　た。

　　　なお，米の場合，Ｆ，Ｓの夫，妻とも゛汁

あり″では均一して摂られている。

8.栄養素等口内配分

　３食で平均的に摂取されている栄養素と夕食

で多く摂取されているものがある。その差の大

きいものを示した。なお，夫，妻とも同傾向で

あった。

　ＤエネルギーではＦ，Ｓとも１口のエネル

　　ギーの40％以上を夕食に依存している。

　２）動物性たんばく質，動物性脂質ともに夕

　　食で１口の50％前後を摂取している。

　３）カリウムは夕食で１口の50％前後，カル

　　シウム，ナトリウムは40％前後を摂取して

　　いる。

　４）全体的にみて，各栄養素等を昼食ではＦ

　　がＳに比べて多く摂り，夕食では逆にＳが

　　Ｆより多く摂っている。

9.食品群別口内配分

　Ｄ　米は３食で平均的に摂られているが，パ

　　ンは朝，昼食で１口の90％以上が摂られて
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図１　出現頻度の最も多かった献立パターン
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夫群：農業従事者
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朝
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図６　献立パターンの組み合わせと栄養素等充足率
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　　いる。

　２）豆類，大豆製品は，Ｆでは３食平均して

　　摂取されている。

　３）いも，野菜，魚，肉は１日の50％以上が

　　夕食で摂られている。

　４）ＦよりＳの方が，各食品群とも夕食で摂

　　取する率が高い。

　５）Ｆの魚（加工品を含む），肉（加工品を含

　　む）が昼食で多く摂られているのは，調理

　　の手間を省く簡侵食傾向を示しているとい

　　える。

10.献立パターンの組み合わせと栄養素等充

　足率

　Ｆ，Ｓについての多角形グラフは，朝，昼，

　夕それぞれ最も出現頻度の高かった３つのパ

　ターンの合計の栄養量を結んだものである。

　ビタミンについては調理による損粍を差し引

　いてある。これに果物，牛乳，菓子を加える

　とまた異なった形となる。 Ｆ，Ｓの夫，妻と

　もにカルシウムが不足している。またＦの夫，

　妻ともに肥育が，Ｓの夫，妻ともにエネルギ

　ーが不足している。

一農業従事者

-サラリーマン

※サラリーマン妻　昼食



VII　まとめ

　献立パターンの差異による栄養素等および食

　品群別摂取状況を検討した結果，次の様な結

　論を得た。

　１）゛汁あり″より゛汁なし″の方が，また

　　　゛主菜なし帽こ比し，゛玉菜あり″の方が栄

　　養素等摂取量は多かった。

　２）肉類ば汁あり″より゛汁なじ’で多く，

　　逆に豆・大豆製品，藻類ば汁あり″で多

　　く摂られている。

　３）副菜，副々菜が欠落すると，い仏野菜

　　類の摂取量がへる。玉菜の重要性もさるこ

　　とながら，不足しがちな栄養素を補う汁，

　　副業の役割も見逃せない。

　　　今後，献立パターンによる栄養指導を行

　　うために，本調査をもとにモデル献立パタ

　　ーンおよび調理形態の検討を続けたいと考

　　えている。

　本報告は昭和63年度日本栄養・食糧学会西日

本支部大会（鹿児島市）において発表した。

文　　献

１．九州実践栄養研究会報告書　第１編　第１号（1983）

　「成人の食塩摂取状況把握のための予備的研究」

　1）身体状況と食習慣の関連

　2）食習慣調査における尺度化とその妥当性

　3）食塩摂取と食物摂取

　4）摂取食事，血清および尿中ナトリウム，カリウム

　　量の検討

　5）塩味識別能に関する因子の検討

　6）塩味識別能と調理法

　7）調理法別ナトリウム残存係数を用いた摂取量の検

　　討

　8）九州の食物消費構造
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　九州実践栄養研究会報告書　第１編　第２号（1984）

　「成人の食塩摂取状況把握のための予備的研究」

1）日常食における調理形態および調味からみた食事

　内容の検討

　①　調理形態および調味の分類と出現頻度の検討

　②　調理形態および調味と主材料出現頻度の検討

　③　調理形態および調味と栄養素等摂取状況の検討

2）食事診断のための摂取食品数の検討

3）主食パターン別にみた摂取食事および排泄ナトリ

　ウム，カリウム量

4）調理法別カリウム残存係数を用いたカリウム摂取

　量の検討

5）カリウム摂取量と食物摂取状況

　九州実践栄養研究会報告書　第２編　第１号（1985）

　「九州地域における中年夫婦（常用勤労者）の実政栄

貧的研究」

1）身体状況よりみた対象の特徴

2）質問紙法による食習慣尺度の検討

3）食習慣からみた塩分摂取状況の推定

4）栄養素摂取状況と食物消費構造

5）調理・調味出現頻度の検討

6）試験紙法による味覚感度とその要因

7）みそおよびみそ汁が日常食に占める役割

8）カリウム摂取量の検討

　九州実践栄養研究会報告書　第３編　第１号（1986）

　「九州地域における中年夫婦（農業従事者）の実践栄

貧的研究」

1）年代構成からみた食生活

2）農業形態からみた食生活

3）食品摂取頻度からみた食生活の傾向

4）－1　調味嗜好からみた調理形態

4）－2　調理担当者の年代別にみた調理形態

5）九州地域における農家世帯のビタミンBI摂取量

　の現状（予報）
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